
　（期間　令和２年10月１日　～  令和２年12月31日)

番号 業　者　名 本　社　所　在　地 指　名　停　止　期　間 該　当　事　項 指　名　停　止　の　理　由

1 陸中造林有限会社 岩手県宮古市刈屋第11地割37番地２
令和２年11月25日から令和３年１月24日まで

（２ヶ月）

別表第２　贈賄
及び不正行為
等に基づく措置
基準（不正又は
不誠実な行為）

　陸中造林有限会社は、令和元年５月13日付けで三陸北部森林管
理署と請負契約した生産請負事業において、作業者が４日以上休業
した労働災害を発生させたのにもかかわらず、労働者死傷病報告書
の提出を怠り、「労災隠し」により令和２年９月２日に労働安全衛生
法違反で宮古簡易裁判所から罰金の略式命令を受け、その刑が確
定された。
　このことは、「工事請負契約指名停止等措置要領」別表第２ 贈賄
及び不正行為等に基づく措置基準（不正又は不誠実な行為）第17号
に該当し、契約の相手方として不適当であると認められるため。

2 株式会社新庄砕石工業所 山形県新庄市十日町１５７４－３
令和２年12月７日から令和３年２月６日まで

（２ヶ月）

別表第２   贈賄
及び不正行為
等に基づく措置
基準（不正又は
不誠実な行為）

　平成29年12月25日、東北地方整備局山形河川国道事務所発注の
「谷地小屋地区構造物工事」において、現場打ちボックスカルバート
施工のため設置していた雪寒仮囲い施設の屋根材が強風により落
下し、囲い周辺で片付け作業をしていた作業員の右足にぶつかり負
傷する事故が発生したにもかかわらず、監督職員への報告を行わな
かった。
　また、新庄労働基準監督署に対して、工事現場で発生した事故に
もかかわらず、「会社の資材置場で発生した」旨の虚偽の労働者死
傷病報告を提出し、同署の災害調査においても同様の虚偽陳述をし
たとして、労働安全衛生法違反で令和２年３月13日付けで新庄簡易
裁判所から罰金刑の略式命令を受け、その刑が確定した。
　このことは、「工事請負契約指名停止等措置要領」別表第２ 贈賄
及び不正行為等に基づく措置基準（不正又は不誠実な行為）第17号
に該当し、契約の相手方として不適当であると認められるため。

3 有限会社高菊林業 山形県最上郡真室川町大字差首鍋1535番１
令和２年12月21日から令和３年１月20日まで

（１ヶ月）

別表第２   贈賄
及び不正行為
等に基づく措置
基準（不正又は
不誠実な行為）

　令和２年６月25日に山形森林管理署最上支署と契約した、大沢林
道（林業専用道）新設・改良工事において、支障木処理を下請した
際、令和２年９月14日に労働災害を発生させたにもかかわらず、労
働者死傷病報告書の提出を怠り、「労災隠し」により令和２年11月12
日に新庄労働基準監督署から是正勧告書及び指導票が発出され
た。
　このことは、「工事請負契約指名停止等措置要領」別表第２ 贈賄
及び不正行為等に基づく措置基準（不正又は不誠実な行為）第16号
に該当し、契約の相手方として不適当であると認められるため。

4 太平林産株式会社 秋田県秋田市楢山南新町下丁53-５
令和２年12月21日から令和３年１月20日まで

（１ヶ月）

別表第１ 当該
部局の管轄区
域内において生
じた事故に基づ
く措置基準（安
全管理措置の
不適切により生
じた工事関係者
事故）

　太平林産（株）と由利森林管理署が令和２年４月27日に請負契約
を締結した生産請負事業（保護伐）において、作業者が伐倒する際、
受け口と追い口の間に適当な幅の切り残し（つる）を確保されないま
ま伐倒したことにより、令和２年９月14日に重大災害を発生させ、本
荘労働基準監督署から改善措置の指導があった。
　このことは、「工事請負契約指名停止等措置要領」別表第１ 当該
部局の管轄区域内において生じた事故に基づく措置基準第７号に
該当し、契約の相手方として不適当であると認められるため。

指　名　停　止　等　一　覧　表

(注) 該当事項の欄には｢工事請負契約指名停止等措置要領｣(昭和59年6月11日付け 59林野経第156号林野庁長官通達)に定める別表第1及び第2に揚げる措置要件のうち該当するものを記入する｡


